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１．東京電力は、３月２１日の１４時３０分に、福島第一原子力発電所１～４号機放水口

から南約１００ｍの海岸線から海水を採取して核種分析を実施しました。 

 

２．その結果、下表のとおり、コバルト、放射性よう素、セシウムの核種が検出された旨、

２１日２１時４０分に報告がありました。 

 

３．検出された核種のうち、「線量告示における周辺区域外の排液中の濃度基準」を超えた

のは、よう素－131、セシウム－134、セシウム－137 です。 

 

４．測定結果によれば、濃度基準は超えているものの、現状、２０ｋｍ圏内においては避難

措置をとっているところであり、当該海洋域の現在の利用状況にかんがみ、直ちに人体の

健康への問題とはならないと考えられます。 

 

５．本調査結果については、現在、原子力安全委員会の評価を求めているところです。なお、

現時点では、調査ポイントは 1か所のみであり、適切な評価を下すには至らない可能性も

あるため、本日、文部科学省が海洋モニタリング調査を開始することとなっているほか、

東京電力においても引き続き調査を実施する予定です。 

 

 

 

 

 



 

検出された主な核種 放射能濃度 

（Bq/cm3) 

周辺区域外の排液中 

の濃度基準（Bq/cm3） 

コバルト－58 6.0×10-2 1.0×100 

よう素―131 5.1×100 4.0×10‐2 

よう素―132 2.1×100 3.0×100 

セシウム－134 1.5×100 6.0×10‐2 

セシウム－136 2.1×10‐1 3.0×10‐1 

セシウム－137 1.5×100 9.0×10‐2 
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